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聖
書
、
と
り
わ
け
旧
約
聖
書
に
は
動
物
名
の
記
載
が
多
い
。
そ

の
な
か
に
現
れ
る
動
物
は
、
紀
元
前
十
世
紀
以
前
の
地
中
海
、
中

近
東
周
辺
地
域
に
お
い
て
見
ら
れ
た
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
な
か
に
は
、
極
東
地
域
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
い
種
類
の
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
動
植
物
名
称
を
和
訳

す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
時
代
背
景
か
ら
考
え
て
、
清
末
の
聖
書

漢
訳
作
業
が
し
た
よ
う
に
英
訳
聖
書
が
参
考
に
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
和
訳
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
漢
訳
聖
書
が
参

考
に
付
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
幕
末
以
来
、
日
本
に
お
い
て
も
キ
リ
ス
ト
教
聖
書
の
翻

訳
活
動
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
新
約
聖
言
の
翻
訳
が
先
行
し
、

旧
約
聖
書
の
完
全
な
翻
訳
が
な
っ
た
の
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八

八
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。

41

旧
約
聖
書
和
訳
過
程
に
お
け
る
烏
類
名
称

の
取
扱
い
に
つ
い
て

水
谷
惟
紗
久

聖
書
の
漢
訳
・
和
訳
作
業
に
あ
た
っ
て
は
↑
《
の
ａ
〕
》
に
代
表
さ
れ

る
概
念
用
語
の
訳
出
に
つ
い
て
も
困
難
な
論
議
が
訳
者
ら
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
動
植
物
名
称
に
つ
い
て

も
、
混
乱
が
多
く
、
明
治
期
の
聖
書
以
来
、
現
行
聖
書
に
至
る
ま

で
、
同
じ
個
所
の
名
称
が
次
々
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

動
植
物
の
名
称
と
現
物
と
を
同
定
す
る
作
業
は
、
前
近
代
よ
り

本
草
学
の
領
域
に
お
い
て
は
不
可
欠
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
漢
訳
聖
書
を
介
し
て
動
植
物
の
名
称
を
和
訳
し
う
る
背
景
と

し
て
、
江
戸
期
に
蓄
積
さ
れ
た
本
草
の
知
識
が
存
在
し
た
こ
と
に

は
高
い
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
。
現
在
、
和
訳
聖
書
に
見
ら
れ
る

動
物
名
称
の
異
同
に
つ
い
て
包
括
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
本
報
告
に
お
い
て
は
、
聖
書
に
現
れ
る
動
物
名
称

の
う
ち
で
、
旧
約
聖
書
に
見
ら
れ
る
鳥
類
名
称
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
異
同
に
つ
い
て
検
証
を
試
み
、
翻
訳
作
業
に
か
か
わ
っ
た
日

本
人
が
同
時
代
の
中
国
人
と
、
ど
の
程
度
、
動
物
名
称
に
つ
い
て

共
通
認
識
を
有
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

す
で
に
旧
約
聖
書
の
和
訳
が
始
ま
っ
た
時
期
ま
で
の
間
、
一
定

の
知
識
人
に
は
聖
書
の
内
容
が
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ

て
い
る
。
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
の
和
訳
聖
書
は
、
幕
末
の
そ
れ
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と
異
な
り
、
相
応
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
日
本
人
が
こ
れ
に
あ
た

っ
た
こ
と
が
特
徴
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
漢
訳
聖
書
を
参

照
す
る
上
に
お
い
て
は
、
漢
籍
の
読
解
能
力
が
求
め
ら
れ
る
が
、

聖
書
和
訳
に
関
与
し
た
日
本
人
は
、
か
な
り
の
程
度
の
漢
籍
読
解

能
力
を
有
し
て
お
り
、
和
訳
作
業
に
あ
た
っ
て
も
、
彼
ら
の
能
力

が
大
き
く
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

旧
約
聖
書
は
、
明
治
十
五
年
二
八
八
二
）
以
来
、
ヘ
ボ
ン
ら
に

よ
っ
て
分
冊
さ
れ
て
次
々
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
完

訳
を
果
た
し
た
「
聖
書
本
文
の
翻
訳
、
改
訂
、
出
版
お
よ
び
保
存

の
た
め
の
常
置
委
員
会
」
が
残
し
た
訳
本
は
、
現
行
の
「
文
語
訳

聖
書
』
の
う
ち
の
旧
約
聖
書
と
基
本
的
に
同
内
容
で
あ
り
、
そ
の

後
の
和
訳
聖
書
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
和
訳
作
業

に
あ
た
っ
た
日
本
人
は
、
当
初
限
ら
れ
て
い
た
が
、
植
村
正
久
ら

有
志
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
事
実
上
、
日
本
人
自
ら
の
手
に
な
る
翻

訳
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
、
委
員
会
本
・
旧
約
聖
書
に
お
け
る
鳥
類
名
称
の
検
証
に

あ
た
っ
て
は
、
同
書
と
、
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
漢
訳
聖
書
で
あ

る
「
旧
約
全
書
』
（
同
治
四
年
．
一
八
六
五
・
蘇
松
上
海
美
華
書
館
）
他

の
漢
訳
、
お
よ
び
、
漢
訳
聖
書
が
編
集
、
刊
行
さ
れ
る
際
に
も
一

般
的
に
参
照
さ
れ
た
英
訳
聖
書
、
い
わ
ゆ
る
『
欽
定
訳
聖
書
』
（
キ

ン
グ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
版
）
、
そ
し
て
へ
ブ
ル
語
な
ど
を
対
照
す
る
作
業

を
行
っ
た
。

最
初
の
漢
訳
聖
書
と
し
て
は
、
モ
リ
ソ
ン
訳
「
神
天
聖
聿
二
（
道

光
三
年
・
一
八
二
三
）
が
あ
り
、
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
が
、

マ
ラ
ッ
カ
で
刊
行
さ
れ
、
中
国
国
内
で
作
業
が
な
さ
れ
た
訳
で
は

な
い
こ
と
、
中
国
人
へ
の
い
ち
早
い
布
教
を
最
優
先
に
翻
訳
作
業

が
な
さ
れ
た
た
め
、
動
物
名
称
な
ど
細
か
い
点
に
お
い
て
齪
嬬
が

あ
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
幕
未
来
、
次
々
に
和
訳
さ

れ
た
聖
書
に
、
本
書
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、

こ
の
点
に
つ
い
て
も
若
干
の
指
摘
を
す
る
。

な
お
、
イ
ス
ラ
エ
ル
周
辺
地
域
に
生
息
し
て
い
る
鳥
類
に
つ
い

て
は
↑
↑
弓
馬
国
弓
烏
○
国
胃
蔚
弓
己
凶
臨
国
、
尾
雪
、
西
国
Ｐ
言
、

Ｆ
ｏ
且
目
）
を
参
照
し
た
。

（
（
株
）
日
本
歯
科
新
聞
社
）


